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～学校と家庭と地域で子育てする和琴小～ 

■学校教育目標 

よく考え正しく判断できる子（知） 

強い心と体でやり抜く子（体） 

優しい心で助け合う子（徳） 

 

＜10月の行事＞ 下校時刻は、前半が 5時間・後半が 6時間 

日 曜 行    事 下校時刻 給食 

1 木 安全点検日 14:20  15:20 ○ 

2 金 心臓検診（１年）校内マラソン記録会 14:20  15:20 ○ 

3 土 週休日  × 

4 日 週休日   × 

5 月 校内マラソン記録会（予備日） 14:20  15:20 ○ 

6 火 全校朝会 児童会全体会議 14:20  15:20 ○ 

7 水  14:20 ○ 

8 木 視力検査（１・３年） 14:20  15:20 ○ 

9 金 視力検査（４・５年） 14:20  15:20 ○ 

10 土 週休日  × 

11 日 週休日  × 

12 月  14:20 ○ 

13 火  14:20  15:20 ○ 

14 水 眼科検診 14:35  15:20 ○ 

15 木 就学児スクリーニング検査 14:20  15:20 ○ 

16 金  14:20  15:20 ○ 

17 土 週休日  × 

18 日 週休日  × 

19 月 避難訓練  14:20  15:20 ○ 

20 火  14:20  15:20 ○ 

21 水  14:20 ○ 

22 木  14:20  15:20 ○ 

23 金 クラブ２ 14:20  15:20 ○ 

24 土 週休日  × 

25 日 週休日  × 

26 月  14:20  15:20 ○ 

27 火  14:20  15:20 ○ 

28 水 実行委員会 14:20  15:20 ○ 

29 木  14:20  15:20 ○ 

30 金  14:20  15:20 ○ 

31 土 週休日  × 

※昨今の状況から予定が変更になる場合がございま

す。ご了承ください。 

 

報徳仕法            

校長 齋藤 超 

 収穫の秋、ここ屈斜路でもジャガイモの収穫が連

日行われています。今年の収穫が豊作であることを

願っています。学校のジャガイモは少し小ぶりでし

た。もっと育て方について、児童共々私たちが学ぶ

必要がありそうです。収穫祭では、いろいろとメニ

ューを考え、自然の恵みに感謝して美味しくいただ

きました。種芋を分けていただいた金刺様、高橋様

ありがとうございました。 

先日、ＪＡグループの食農教育をすすめる子ども

雑誌「ちゃぐりん」の中で二宮尊徳の教えについて

ふれられていました。タイトルにもした「報徳仕法」

です。積小為大（小さな努力の積み重ねが、やがて

大きな収穫や発展に結ぶつく。小事をおろそかにし

ていて、大事をなすことはできない。）に気づき、尊

徳自ら考えた再興方法をこう呼びます。この方法を

用いて、尊徳は二宮家の再興、小田原藩桜町領の復

興等成し遂げました。この考えには次の四つの考え

が土台になっています。 

①「至誠」（報徳仕法の土台） 

～真心を持って取り組むことが第一。何事にも誠 

実に取り組み日々努力を重ねることで目標が達

成できる。 

②「勤労」 

～熱心に働けば、必ず結果は 

ついてきます。そしてそれ 

は人の心を成長させます。 

③「分度」 

 ～自分の経済状況に応じた範 

囲内で、身の丈に合った生 

活をすることが大切です。 

④「推譲」 

 ～将来のために蓄えていたお 

金を、家族や子孫に譲った 

り（自譲）、他人や社会のた 

めに譲ること（他譲） 

  

二宮尊徳の教え、コロナ禍の今でさえ大切にして

いきたいと思いました。弟子屈町には「二宮金治郎

像」あるんですかね。 



 

 

 

 

＜いじめ撲滅サミット＞ 

 ９月１２日（土）に弟子屈町のいじめ撲滅サミット

が開かれました。和琴小学校を代表して、前期児童会

長の５年在津咲幸さんが参加し、「花を咲かせようキ

ャンペーン」や「協力の木」の活動で、学校全体の交

流や協力の意識を高め、いじめのない学校につながっ

ていくということを、町内の小中学校の代表の児童生

徒に話しました。他校の児童生徒からも、活動の様子

が見える化していて良いな

どの感想をいただきまし

た。他校の取り組みもたく

さん知ることができ、有意

義な時間になりました。 

  

＜集合学習＞ 

 ９月１６日（水）に今年度最初で最後の集合学習が

ありました。和琴小・美留和小・奥春別小の３校の児

童が集まり、まず全体会を行い、その後、低・中・高

学年に分かれて学習しました。全体会では今年の新入

生や今年来た先生方の自己紹介がありました。１年生

の齋藤春歩さんは緊張しながらもはっきりとした声

で自己紹介することがで

きました。その後の学習

では、低学年は奥小探検

でいろいろな奥小の宝物

を協力して探していまし

た。中学年はキャッチバ

レーでどの子も積極的

に参加して楽しんでい

ました。高学年は、ミニ

バレーでボールを落と

さないようにつなごう

とする姿が見られまし

た。どの児童も普段一緒

に活動できない他校の児

童との交流を楽しめたひ

とときになりました。 

 

 

＜後期児童会役員選挙＞ 

 ９月１８日（金）に後期の児童会役員選挙が行われ

ました。児童会長は前期に引き続き５年在津咲幸さん

が、副会長には５年石井驍さん

が立候補し、咲幸さんは、「もっ

と素敵な学校にしたい。」驍さん

は「健康で元気な学校にした

い。」とそれぞれ立ち会い演説の

場で話しました。児童全員で信

任投票を行い、２人の当選が決

まりました。児童の代表として

活躍する２人の姿に期待して

います。 

後期児童会会長 ５年 在津 咲幸 

    副会長 ５年 石井 驍 

 

＜収穫祭＞ 

 ９月２５日（金）に収穫祭を行いました。例年なら

畑の先生を招待して行っていましたが、今年度は残念

ながら学校のみで行うことになりました。３年生から

５年生の児童が、今年和小農園で育てた野菜を中心に

何を作るか考え、調べ、役割を分担して進めてきまし

た。収穫祭当日は、それぞれがレシピをもとに、じゃ

がいもの皮むきに苦戦する子もいましたが、グループ

ごとに協力して調理することができました。できた料

理は「ミネストローネ」「大根の皮とにんじんのきんぴ

ら」「マッシュポテト」「ほくほくじゃがいも」「じゃが

いもドーナツ」などどれもと

てもおいしかったです。また、

普段の給食は各教室で食べて

いますが、その日だけはミー

ティングルームで一人一人の

距離をあけながら児童６人全

員で、それぞれの料理の感想

を話しながら楽しく、おいし

く食べることができてとても

良かったです。 

 

 

 

 

和琴小ホームページ http://163.44.3.160/app-def/S-102/washou/ 

 和琴小学校の取り組みや児童の活躍 

等を随時紹介していきます。ご一読の 

ほど、よろしくお願いいたします。 


